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梅雨明けが待ち遠しい今日この頃です。５月８日より新型コロナウイルス感染症の規制も緩

和され以前のような生活に戻りつつあります。当地区交琉センターでは、これまでどおり感染

対策に留意しながら事業を開催していきます。 

事業実施報告 

 

 ５月１６日（火）「ますだかるた制作実行委員会」（４地区交流センター合同事業） 

今回で第３回目となる「ますだかるた制作実行委員会」が 

開催されました。今回も選考に残った作品についての検討 

を行いました。今後、さらに数回の委員会を開催し作品の 

選定を行っていくことになります。 

５月３１日（水）「チャレンジデー」開催 （増田地区交流センター） 

 「チャレンジデー」は、毎年５月の最終水曜日に全国一斉に開催されるスポーツイベント 

で、人口規模がほぼ同じ自治体同士が、午前０時から午後９時までの間に、１５分以上運動 

した人が何人いるかの参加率を競うイベントです。横手市は今年度で１１回目の参加となり、

対戦相手は京都府福知山市でした。当日は多目的センターを開放し、みんなでラジオ体操を行

い汗を流しました。また村田副市長も視察に訪れ一緒にラジオ体操を行いました。結果は横手

市参加率８２.８％、福知山市５１.１％よって横手市が勝利しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月５日（月）「花いっぱい推進運動」（環境部） 

   平成１９年の秋田国体開催以来、毎年行ってきている国道３４２号線沿いの花壇へ花の植栽

作業を行いました。今年は、当地区交流センター運営委員と増田町婦人会の他、増田小学校の

４～６年生約１００人の児童の皆さんの協力を得て、約２７００株の花を植栽しました。 
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６月７日（水）「ミニ講座」 ～ よこての里山を知ろう！～ （環境部） 

 近いようで遠い存在の里山。その自然の魅力や 

動植物を取り巻く課題等について、５回にわたり 

座学とフィールドワークを交え語り合い学ぶ機会 

にする「ミニ講座」の第１回目が、秋田県森林イン 

ストラクター会長であり当地区交流センター環境 

部長の酒井 浩 氏を講師に開催されました。 

今回のテーマは『リスのいる風景』。参加した皆さ 

んは、熱心にお話に聞き入っていました。 

 

 

６月９日（金）「てんこ小豆播種作業」 （住民生活部） 

 当地区交流センターでは、地域特産品開発に繋げようと、秋田県で伝統的に赤飯用の豆 

として使用されている「てんこ小豆」を栽培することにし、その播種作業を行いました。 

当日は、交流センター運営委員のほか、生産活動に携わりながら食文化を伝承していく 

ためのプロジェクトチーム“秋田てんこ小豆伝承プロジェクト”会員や宮城学院女子大学 

の教授や学生など十数名と協力し、旧増田農協脇の圃場に播種を行いました。収穫は、１０月

頃になるようで、今からその収穫が待たれるところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・今後の交流センター事業のお知らせ・・・ 
★７月２８日（金）・・・「YouTuber から学ぼう」 

～地元の魅力を発信！SNS を使った情報発信のコツ～ 

 

★８月 １日(火)・・・「ミニ講座」～よこての里山を知ろう～ 

第 2 回目テーマ “里山の植物とその魅力と課題” 

 

★８月２０日(日)・・・「フリーマーケット in ますだ」開催！  

           ぜひご来場ください！出店者も募集中です！ 

 

★８月２８日(月)～９月１０日(日） 高橋友鳳子コレクション・「書票・豆本展」 

   

       詳しくは交流センター事務局までお問い合わせください。 

           増田地区交流センター事務局  （電話）４５-５５５６ 


